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（第一次西條藩）一柳家、（第二次西條藩）松平家  

第 7代藩主 松平頼看 （在任期間 1795～1797年） 

第 8代藩主 松平頼啓 （在任期間 1797～1832年）文政時代 

第 7代西條藩主 松平頼看（よりみ）は、 第６代藩主 松平頼謙 の長男で、寛政７年（1795年）８月に父

の隠居に伴い 23歳で西條藩主となった。病身のため、在任 18か月のうち、実際に藩政に携わったの

は 4 ヶ月ほどであった。寛政９年 1月父頼謙より先に死去（享年 25歳）した。 

 

第 8代西條藩主 松平頼啓（よりゆき） は、第６代藩主 松平頼

謙 の三男で寛政９年（1797年）14歳で兄頼看の跡を継ぎ、文

化年間の初め頃、西條に西條藩学問所（藩校）設立。天保２年

（1831）松平頼啓侯により江戸藩邸と同名の「擇善堂（たくぜんど

う）」 と命名され、藩士子弟の教育を奨励した。 

講堂・素読所・寄宿舎・書庫・炊事場等の建物が整備され、教官には江戸で儒学を学んだ小松藩近藤

篤山の弟・三品容斎（宅平｜1769～1847）・近藤篤山の弟子日野和煦（暖太郎｜1784～1858）などが当

たり、多くの人材を輩出している。 擇善堂（西条小学校の前身）」は、当初西條東堀端 （陣屋の北方御殿通り） 

に創設され、後文久年間に西条北堀端 （旧西條小学校） に移転した。生徒は凡そ２００人で、内 20人は

寄宿生。外に 10人の官費支給生がいた。西條藩では、士・卒を問わず武士の子弟は七歳で藩校に入

学し、初級では大統哥・四書を、第一級で五経、第二級で十八史略・国史略、第三級で三史略講義等

の素読をうけた。一三～四歳になると寄宿舎に入り、初級では新策・孟子・史記、第一級では論語・外

史・孫子、第二級では左伝・令義解、第三級では漢書・六国史を自習し、疑義について教官に指導をう

けた。授業は午前８時～午後２時までで、毎月行われる試験によって進級の可否が決められた。「３度落

第したものは３カ月間試験を受けることができない。」というような規定もあった。 

藩校はあくまで、武士の子供たちへの教育であって、武士以外の子供 

たちは入学することが出来なかった。毎年１月４日が入学日であった。 
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愛媛県生涯学習センター「えひめの記憶」、西条市生活文化誌（西条市）、西條史談（西條史談会） 


